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「繫辞伝」における熊沢蕃山の易学思想
李 　　　　瑩
Kumazawa Banzan’s Yi Thought in Xici Zhuan
LI Ying
Xici Zhuan is a general theory of scriptures and verses. “YiSanYi”, which is well 
known as “Yijian”, “Change” and “Immutability”, has basically become the last word on the 
subject since ancient Chinese scholar Zheng Xuan put forward the idea of “Yi Ming San 
Yi”, suggesting a slight change of a name can result in three different meanings. The 
content of Japanese scholar Kumazawa Banzan’s Xici Zhuan, with Original Meaning of 
Zhouyi by Zhu Xi as a reference, is mainly about “YiSanYi”, but the interpretation 
methods adopted by him such as “Theory of meaning”, “Theory of image” and “Theory of 
Gua-qi”, clearly prove that Kumazawa Banzan not only absorbed the methods from the 
School of Yi-ology of Song Dynasty, but also those from the School of Image-numberology 
of Han Dynasty and the School of Mind. Apart from this, he also used “Shinto of Great 
Void” to interpret Yi-ology. This also becomes the characteristic in Banzan’s interpretation.
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はじめに
　「繫辞伝」1）は熊沢蕃山（1619－1691）が68歳の年に著わした作品である。蕃山の高弟である北小路俊光
の日記によれば、貞享 3 年（1686）7 月13日の条に、「中院公より来使。御自筆にて御状並易繫辞解三冊
思召被付候て来」2）と記されている。これは「繫辞伝」についての最も早い記録であり、蕃山は自筆した
「繫辞伝」を中院公（前大納言通茂卿）に呈上したという。
　『増訂蕃山全集』第四冊の「繫辞伝解題」には、同書所収の「繫辞伝」の底本は正宗文庫の「繫辞伝」
（上下、写本）であるが、静嘉堂文庫の「易経繫辞伝和解」（二冊、写本）と比べるとほとんど異同はな
い3）と説明されている。よって、本稿は『増訂蕃山全集』第四冊所収の「繫辞伝」を研究対象とする。
1 ）	総称は「繫辞伝」であるが、内容は上下に分かれているので、引用の際に「繫辞上伝」・「繫辞下伝」というように
表記する。
2 ）	井上通泰『北小路俊光日記抄』（聚精堂、1911年）26頁-27頁。井上氏の勘によれば、中院公という人は前大納言通
茂卿である。
3 ）	正宗敦夫「繫辞伝解題」（正宗敦夫編『増訂蕃山全集』第四冊、名著出版、1978年）15頁。
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　そもそも『易』の繫辞伝は、『易』経文の総論的解説である。唐の孔穎達（574－648）は、『周易正義』
のはじめに次のように述べている。
鄭玄依此義作易賛及易論云、「易一名而含三義、易簡、一也。変易、二也。不易、三也。故繫辞云、
「乾、坤、其易之蘊邪」……「易則易知、簡則易従。」此言其「易簡」之法則也。又云、「為道也屡遷、
変動不居、周流六虚、上下無常、剛柔相易、不可為典要、唯変所適。」此言順時変易、出入移動者
也。又云、「天尊地卑、乾坤定矣。卑高以陳、貴賤位矣。動静有常、剛柔断矣。」此言其張設布列「不
易」者也。4）
　これにより、繫辞伝は鄭玄（127－200）が要約した易の三義にもともと深く関わっていることがわか
る。蕃山の「繫辞伝」も、その三義に沿った解釈を行っている。ただし、「繫辞伝」には、「大全ニ見エ
タリ」や「本義大全啓蒙等ニ見エタリ」5）と書いているので、『周易伝義大全』に収録された朱熹（1130－
1200）の『周易本義』を参照したことが明らかである。したがって、本稿は蕃山の「繫辞伝」の特色を
究明するにあたり、易の三義をめぐって、朱熹の『周易本義』と比較しながら、孔穎達の『周易正義』
も併せて考察していくこととする。
一　易簡と太虚の神道
　繫辞伝の原文には易の三義の一つ易簡に関する記述が五箇所ある。朱熹（『周易本義』）、孔穎達（『周
易正義』）、蕃山（「繫辞伝」）の記述をとり出してみると、次のようになる。
1 ）乾以易知、坤以簡能
【朱熹】	 乾健而動、即其所知、便能始物而無所難、故為以易而知大始。坤順而静、凡其所能、皆従
乎陽而不自作、故為以簡而能成物。6）
【孔穎達】	易謂易略、無所造為、以此為知。簡謂簡省凝静、不須繁労、以此為能。7）
【蕃山】	 乾ハ誠ヨリ明也。……何ノ苦労モナクテ無レ不レ知。……乾ノ易知ハ良知也。坤ノ簡能ハ
良能也。乾坤ハ陰陽ヲ以テイヘバ夫婦也。上下ヲ以テイヘバ君臣也。……明ニシテ上ニ位
4 ）	『周易正義』（『十三経注疏』整理委員会編、北京大学出版社、2000年） 5 頁－ 6 頁。以下、『周易正義』の引用はすべ
てこれに拠る。
5 ）	「繫辞上伝」（正宗敦夫編『増訂蕃山全集』第四冊、名著出版、1978年）431頁。以下、「繫辞上伝」・「繫辞下伝」の
引用はすべてこれに拠る。大全は胡広によって編集された『周易伝義大全』に指している。本稿は1984年に、成均
館大学校出版部に出版された『周易伝義大全』を参照する。「伝」は程頤の『周易程氏伝』であるが、繫辞伝につい
て釈いたものといえば、『易説』所収の繫辞伝の総論のみであるので、大全の繫辞伝には朱熹の『周易本義』が主と
して載っている。
6 ）	朱熹『周易本義』（中華書局、2009年）223頁。以下、『周易本義』の引用はすべてこれに拠る。
7 ）	『周易正義』、304頁。
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シ、無為ニシテ易ニ叶ヘリ。……天ハ下ノ事ヲ地ニ任ジテ易也。地ハ上ノ事ハ天ニ任セテ
簡ナリ8）
2 ）易則易知、簡則易従
【朱熹】	 人之所為、如乾之易、則其心明白、而人「易知」、如坤之簡、則其事要約而人「易従」。9）
【孔穎達】	乾徳既能説易、若求而行之、則易可知也。於事簡省、若求而行之、則易可従也。10）
【蕃山】	 是ヨリ天地易簡ノ善ニノツトリテ、天下ヲ治メ天地ノ造化ヲ助ノ道ヲノ玉フ也。……漢ノ
高祖ノ世トナリテ秦ノ代ノ数多ノ法度ヲユルシテ、法三章ニ約シ玉ヘバ、天下ノ人民、草
ノ風ニナビクガ如クシガヒシモ、易簡ニ叶ヘルユエ也。11）
3 ）易簡而天下之理得矣。天下之理得、而成位乎其中矣
【朱熹】	 成位、謂成人之位。其中、謂天地之中。至此則体道之極功、聖人之能事、可以与天地参
矣。12）
【孔穎達】	此則賛明聖人能行天地易簡之化、則天下万事之理、並得其宜矣。13）
【蕃山】	 道徳・学術・政事・藝能、スべテ何事モイタリ得テハ、何ノムツカシキコトモナキ也。
……天地易簡ノ善ニ配スル明徳アリテ後、天下ノ理ヲ得テ不レ昧レ人也。……是無為ニシ
テ治ルトイヘリ。諸侯ノ一国を治ルモ、易簡ナラザレバ長久ナリガタシ。14）
4 ）広大配天地、変通配四時、陰陽之義配日月、易簡之善配至徳
【朱熹】	 『易』之広大変通、与其所言陰陽之説、易簡之徳、配之天道人事則如此。15）
【孔穎達】	大以配天、広以配地。四時変通、易理亦能変通……「陰陽之義配日月、易簡之善配至徳」
者、案初章論乾坤易簡、可久可大、配至極微妙之徳也。16）
【蕃山】	 易理ノ広大ニナラフベキモノハ天地ナリ。……易理ノ変通ニナラフベキモノハ四時也。
……易理ノ精微ニナラフベキモノハ日月也。……易道ノ至善ニナラフべキモノハ聖人ノ至
徳ナリ。易ノ書此四ノモノヲ具タリ。易簡ノ善ハ至善也。天ノ天タル所、地ノ地クル所、易
簡ノ理ヲ得テ造化ノ功広大也。聖人ノ天下ニ王タルモ易簡ノ理ヲ得テ無事也。……故ニ天
地ト聖人ト易ト一モカケテハ太虚ノ神道行ハレズ。是則繫辞ニオイテナラベノタマフ所也17）
8 ）	「繫辞上伝」、400頁。
9 ）	『周易本義』、223頁。
10）	『周易正義』、305頁。
11）	「繫辞上伝」、401頁。
12）	『周易本義』、223頁。
13）	『周易正義』、306頁。
14）	「繫辞上伝」、402頁。
15）	『周易本義』、230頁。
16）	『周易正義』、321頁。
17）	「繫辞上伝」、419頁。
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5 ）夫乾確然示人易矣、夫坤隤然示人簡矣
【朱熹】	 確然、健貌、隤然、順貌、所謂「貞観者也」。18）
【孔穎達】	此明天之得一之道、剛質確然、示人以和易、由其得一無為、物由以生、是示人易也。此明
地之得一、以其得一、故坤隤然而柔、自然無為、以成万物、是示人簡矣。19）
【蕃山】	 乾ハ天也。確然トスクヤカニシテ一息ノ間断ナシトイヘトモ、其道無事ニヤスラカ也。日
月星辰ノ四象ノミカヽリテ、四時行ハレ万物生ズ。坤ハ地也。隤然ト天道ニウケ随テ無為
也。水火土石ノ四化ノミツラナリテ、雨露風雷時ニ発シ、万物育ス。天地易簡ノ善ハ知ヤ
スク随ヒヤスシ。是則王道也。……乾坤ノ道アラハレ示シ、其中ニ行ハルヽ人道也。20）
　まず 1 ）「乾以易知、坤以簡能」に関して、朱熹は「乾健而動、即其所知」、「坤順而静、凡其所能」と
いい、「乾」「坤」二卦の文字のもつ意義、すなわち「健」「順」に着目して（いわゆる取義説）、「易」
「簡」を解釈している。これに対して、蕃山は「易」「簡」を「乾ノ易知」の「良知」と「坤ノ簡能」の
「良能」とに解釈している。「良知」「良能」というのは、「人之所不学而能者、其良能也。所不慮而知者、
其良知也」21）（『孟子』尽心篇上）という孟子の言葉である。その「良知」「良能」は「性善説」に基づく
ものであるが、易簡の意味で言われた語ではなかった。そこで、蕃山は「乾坤ハ陰陽ヲ以テイヘバ夫婦
也。上下ヲ以テイヘバ君臣也」、「天ハ下ノ事ヲ地ニ任ジテ易也。地ハ上ノ事ハ天ニ任セテ簡ナリ」とい
い、「易簡」を「乾坤」二卦の象「夫婦・君臣・天地」と解釈し、卦のもつ象（いわゆる取象説）の方に
着目している。
　ここで、君臣・天地は乾坤の上下関係だというが、蕃山は「陽ハ施シ陰ハ受ク。君臣モ陽陰也」22）とも
いっている。蕃山は「乾坤」を「陰陽」と結びつけてとらえている。しかも、「無為ニシテ易ニ叶ヘリ」
というように、蕃山は、「易」を「無為」につなげようとしているが、その解釈は「易」について「無所
造為」と説明した孔穎達の説に接近しているといえよう。
　朱熹は 2 ）「易則易知、簡則易従」の「易」「簡」は、それぞれ「乾」「坤」をもって説明しており、人
の所為では、「心」が「明白」であることと「事」の「要約」（簡潔でわかりやすい）であることだと述
べている。一方、蕃山は「天地易簡ノ善ニノツトリテ、天下ヲ治メ天地ノ造化ヲ助ノ道ヲノ玉フ」とい
い、「易簡」という語を使うのみならず、「易簡ノ善」とは「天下を治め、天地の造化を助ける」道だと
いっている。
　 3 ）「易簡而天下之理得矣」の解釈では、蕃山は「是無為ニシテ治ルトイヘリ」というように、「無為」
を使い「易簡」を解釈している。また、5 ）「夫乾確然示人易矣、夫坤隤然示人簡矣」の解釈では、朱熹
は「確然、健貌、隤然、順貌」とし、同じく「乾」「坤」二卦の義をもって解釈している。蕃山は「乾ハ
天也」といい、乾卦を天の象とする。「其道無事ニヤスラカ也」というように、「天」の道は「無事」で
18）	『周易本義』、245頁。
19）	『周易正義』、349頁。
20）	「繫辞下伝」、451頁。
21）	朱熹『四書章句集注』（中華書局、2011年）331頁。
22）	「繫辞上伝」、399頁。
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あり、安らかである。そして、「坤ハ地也」といい、坤卦を地の象とする。蕃山は「隤然ト天道ニウケ随
テ無為也」と、地は天道にしたがい、無為になると解釈している。つまり「易」は天道の「無事」であ
り、「簡」は地道の「無為」ということになる。孔穎達は「示人以和易、由其得一無為」や、「故坤隤然
而柔、自然無為」というように「無為」を使い「易簡」を解釈している。
　以上の四箇所では、朱熹は、「易」「簡」を「乾」「坤」二卦の意味でそれぞれ解釈するが、蕃山は「易
簡」を「無為」に結びつけて解釈している。孔穎達は「易簡之義、無為之道」23）と述べているので、蕃山
はそれを受けているのであろう。
　また、 4 ）「易簡之善配至徳」にある「易簡」に関しては、朱熹は「易」「簡」を合わせて表現してい
るが、具体的な解釈がない。一方、蕃山はまず「易の書」には、「易理の広大」に配する天地、「易理の
変通」に配する四時、「易理の精微」に配する日月、「易道の至善」に配する至徳という「四ノモノ」を
備えると述べている。蕃山がいう「易道の至善」は原文の「易簡之善」であるので、「故ニ易簡ノ善ハ至
善也」というのである。「易簡ノ理ヲ得テ造化ノ功広大也」とか、「聖人ノ天下ニ王タルモ易簡ノ理ヲ得
テ無事也」というように、易簡の理は易道の至善・「極」24）であり、天地の道でもあり、聖人の道でもあ
る。すなわち、易簡の理は易・天地・聖人の三道を備えている。「一モカケテハ太虚ノ神道行ハレズ」と
いうように、その天地・聖人・易の三者によってはじめて「太虚の神道」が成立するという。蕃山はこ
こで「易簡」の理を「太虚の神道」と関連があるとしている。これは、「則繫辞ニオイテナラベノタマフ
所也」と指摘している。蕃山が繫辞伝において「太虚の神道」を強調するのは一つの特色になっている。
　「神道」といえば、日本の固有の宗教を想起するが、津田左右吉氏によって、「神道」の語義は六つ挙
げられている25）。繫辞伝には、もともと「神」という語も多く、「道」の語もあり、また『易』観卦・彖
伝には「聖人以神道設教」という有名な言葉がある。「太虚の神道」を理解するため、まず蕃山の「繫辞
伝」における「神」の定義と「道」の定義を見てみたい。
　「神」については、「陰陽不測之謂神」とある。蕃山は次のように解釈している。
鬼神ハ陰陽ノ気ノ霊也。四時ヲ行ヒ昼夜ヲナシ、死生ヲナシ、万物ヲ生育スルコト、皆鬼神ノワザ
也。如レ此ノ常行ハ気中ニカクレテナセバタダ気トノミ思フ也。……陰陽ヲハナレテ鬼神ナケレバ
陰陽不測トノ玉へリ。人ノ起居動静言語飲食、皆鬼神ノ妙用ナレトモ、常ナル故ニ何トモワキマヘ
ズ。不時ニ霊妙アレバ神アリトシ、不時ノ霊妙ヲ不レ見者ハナシトス。凡夫ノ有ト思フモ神ニアラ
ズ、有トモ無トモ不レ定、有無両在故ニ不測也26）
23）	『周易正義』、 6 頁。
24）	「言行文書ニアラハルヽ所ノ善ハ善ノ跡也。故ニ大学ニハ極ヲ至善トイヘリ」と、蕃山は「大学」の「至善」を極と
いう（「繫辞上伝」、405頁）。
25）	津田左右吉『日本の神道』（『津田左右吉全集』第九巻、岩波書店、1964年） 1 頁－ 5 頁。この書では以下の六種が分
類されている。①古くから伝へられて来た日本の民族的風習としての宗教（呪術をも含めていう）的信仰。②神の
権威、力、はらたき、しわざ、神としての地位、神であること、もしくは神そのもの。③思想的解釈や教説。④特
定神社の宣伝的な教説。⑤政治的・道徳的規範としての「神の道」。⑥宗派神道。
26）	「繫辞上伝」、417頁－418頁。
東アジア文化交渉研究 第10号
510
　「神」の「陰陽不測」に対して、蕃山は「有無両在故ニ不測也」と解釈している。それは、朱熹がいう
「張子曰、両在、故不測」27）と同じく、張載（1020－1077）の思想に拠るものである。しかし、張載は「一
物両体、気也。一故神、両在故不測」28）といい、「一物」は「太極」29）であり、気であるとする。そして、
張載がいう「知太虚即気、即無無」30）に対して、朱熹は「他亦指理、但説得不分暁」31）と批判している。
一方、蕃山は張載の説を受け入れていて、陰陽・鬼神の常行は「気の中」に隠れており、有無が定まら
ないと述べている。その「気」は太虚の気である。「神者、太虚妙応之目」32）と張載がいうように、「神」
は太虚の気の霊妙の働きである。蕃山は「不時ニ霊妙アレバ神アリトシ、不時ノ霊妙ヲ不レ見者ハナシ
トス」と解釈していて、神は気の霊妙な変化であろう。
　「道」については、「一陰一陽之謂道」とある。蕃山は次のように解釈している。
一ハ太極也。……一陰一陽ハ、太極ノ陰、太極ノ陽也。太極動テ、陽ヲ生ジ、静ニシテ陰ヲ生ズル
是ナリ。……陰陽ノ気、常ニ太極ノ理ニ従フヲ天道ト云。性ニ率ヲ道ト云、性ハ太極也。故ニ性ニ
従フハ人道也。陰陽太極別体ニ非ズ。陰陽ノシカル所以ノ理ヲ太極ト云、陰陽ノ徳也。大衍之数五
十、其ノ用四十有九、虚其ノ天一之数而不レ用也。蓋一者数之始也。天下之数无窮。而一無為。故
無為之以象太極トイヘリ33）
　蕃山は周惇頤（1017－1073）の『太極図説』に述べる「太極動而生陽、動極而静、静而生陰」34）によっ
て「一陰一陽」を解釈している。朱熹は「陰陽迭運者、気也。其理則所謂道」35）といい、また「理未嘗離
乎気。然理形而上者、気形而下者」36）というから、太極は形而上の理であり、陰陽は形而下の気である。
一方、蕃山は繫辞伝の「易有太極」については、「一気太極ヲ根トシテ不レ息、故ニ陰トワカレ陽トワカ
ル」37）と述べ、太極を「気」としている。また蕃山は、「陰陽太極別体ニ非ズ。陰陽ノシカル所以ノ理ヲ
太極ト云、陰陽ノ徳也」ともいっており、これによれば太極は陰陽の徳、陰陽の理ということになる。
これらを見ると、蕃山は「太極」を気でもあり、理でもあると解釈していたことになる。
　このほか、大衍之数からいうと、「虚其ノ天一之数而不レ用也」にある「一」は太極のことである。蕃
山は「一無為、故無為之以象太極」といい、太極の象は無為だと解釈している。「易簡」も「無為」だと
いうことから、蕃山は乾坤（陰陽）による「易簡」の理を太極と結びつけている。
27）	『周易本義』、229頁。	
28）	張載「正蒙」（『張載集』、中華書局、1978年）10頁。
29）	前掲注28「正蒙」、48頁。「一物而両体、其太極之謂与」を参照。
30）	前掲注28「正蒙」、 8 頁。
31）	『朱子語類』巻第九十九（黎靖徳編、中華書局、1986年）2534頁。
32）	前掲注28「正蒙」、 9 頁。
33）	「繫辞上伝」、413頁－414頁。
34）	『太極図説・通書・西銘・正蒙』（西晋一郎・小糸夏次郎訳注、岩波書店、1938年）21頁。
35）	『周易本義』、228頁。
36）	前掲注31『朱子語類』巻第一、 3 頁。
37）	「繫辞上伝」、439頁。
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　したがって、「神」と「道」の定義からみれば、蕃山がいう「太虚の神道」は、張載の思想に拠る「太
虚」の気と朱熹の思想に拠る「太極」の理を融合して、太虚の気の霊妙な変化の道といえよう。すなわ
ち「理気一元論」の特徴がある。
二　変易と太虚の神道
　繫辞伝には、易の卦爻の変化だけでなく、天地鬼神の変化や聖人の変通も説かれている。蕃山にとっ
て易・天地・聖人の三者の変易は「太虚の神道」とも関係があることについては次に述べたい。
1 　易の卦爻の変化と神物
　繫辞伝によれば、易の起源は天より生じた「神物」にある。「天生神物、聖人則之、天地変化、聖人効
之」について、蕃山は次のように解釈している。
神物ハ蓍也。聖人則之ハ四十九ノ用ヲ以テ其神霊ノ応行ハル。天地至誠ニシテ無レ息。故ニヨク変
化ス。聖人效之ハ乾坤ノ二卦ヲマウケテ六子ヲ生ジ、六十四卦ヲ生ズ。皆天地陰陽変化ノ道也。聖
人ハ天ヲ師トシテ效玉ヘドモ、後人ハ易ニアラザレバ天地変化ノ妙ヲ知ベカラズ。38）
　蓍は自然の神物である。天地は「ヨク変化ス」というから、聖人はそれに拠って卦を作った。乾坤二
卦から「六子」39）を生じ、また六十四卦を生じるのは、「天地陰陽変化ノ道」である。よって、「是興神物
以前民用、聖人以此斎戒、以神明其徳夫」について、蕃山は次のように解釈している。
神物ハ六十四卦再ニ卜筮也。専卜筮トイヘルハ末也。卦爻ノ中ニ前知ノ理アルガ故ニ、卜筮ヲ用テ
来ヲ知也。天下ノ神物卦爻ヨリ妙ナルハナシ。天下ノ理無レ窮トイヘトモ、先民用ヲ前ニシテ造化
ノ生気ヲ助クル也。……易ヲ見ル時ハ天地トナラビ神明ト交ル。斎明以テ心ヲ洗ヒ、戒慎以テ密ニ
カクル、其徳ヲ神明ニスル也。ト筮ノ時、身ヲ潔斎スルモ、神明ト交ハル事ナレバ、其身ヲ神明ニ
スルノ一助也40）
　ここで神物は六十四卦と卜筮とされる。蕃山は専ら「卜筮トイヘルハ末也」というが、「卜筮ヲ用テ来
ヲ知也」なので、卜筮の面での易の呪術的、神秘的意味を認めている。卜筮の時、身を斎戒して神明と
交わる。それは「易本為卜筮而作」41）と主張した朱熹の「筮儀」42）と共通している。
38）	「繫辞上伝」、443頁。
39）	「六子」は、震・巽・坎・離・艮・兌という六卦である。説卦伝によれば、「乾、天也、故称乎父。坤、地也、故称
乎母」とある（『周易本義』、265頁）。
40）	「繫辞上伝」、437頁。
41）	前掲注31『朱子語類』巻第六十六、1620頁。
42）	『周易本義』、 3 頁。
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　「聖人有以見天下之賾、而擬諸其形容、象其物冝、是故謂之象」については、蕃山は次のように解釈し
ている。
賾ハ深遠也。聖人幽深玄遠ノ神理ヲ見玉へトモ、形色ナケレバ示シ難シ。……故ニ卦爻ヲ設テ其象
ニヨツテ默識心通セシメント也。形容ハ定体ノ形容ニアラズ。卦爻ノ象ノ形容ニナゾラヘテ見ガタ
キ処ヲシラシメ玉フ也。卦爻ノ形容ハ、タトヘバ太虚ニ浮雲ノ生ノ物ノ象ヲ示スガ如シ。一理ヲ示
シテ変化スル也。故ニ卦爻ノ形容神明不測也。物宜ニカタドルハ説卦ノ説ノ如シ。物ニカタドリテ
キコエヨキコトヲ云也。日本神代ノ三種ノ神器モ幽玄ノ徳ノ言語ニノベガタキヲ形容ニナゾラヘテ
教玉ヘリ。是象ナリ43）
　卦爻の象は、太虚に「浮雲」の生物の象のように、理を示しつつ、常に変化する。これが「神明不測」
ということである。さらに蕃山は、卦爻は日本神代の三種の神器「鏡、剣、玉」のような神物だと解釈
して、宗教としての日本神道にあてはめようとしている。
　さて、卦爻はどう変化するか。ここで繫辞伝にある「変化者進退之象也、剛柔者昼夜之象也、六爻之
動三極之道也」についての朱熹、孔穎達、蕃山の解釈を比較してみたい。
【朱熹】	 柔変而趨於剛者、退極而進也。剛化而趨於柔者、進極而退也。既変而剛、則昼而陽矣。既
化而柔、則夜而陰矣。六爻、初、二為地、三、四為人、五、上為天。動、則変化也。極、
至也。三極、天地人之至理。三才各一太極也。此明剛柔相推以生変化。而変化之極、復為
剛柔。44）
【孔穎達】	万物之象、皆有陰陽之爻、或従始而上進、或居終而倒退、以其往復相推、或漸変而頓化。
昼則陽日照臨、万物生而堅剛、是昼之象也。夜則陰潤浸被、万物而皆柔弱、是夜之象也。
此覆明変化進退之義、言六爻遞相推動而生変化、是天地人三才至極之道、以其事兼三才、
故能見吉凶而生変化也。45）
【蕃山】	 卦爻ノ変化スルハ陰爻陽爻ノ進退スルニヨレリ。陽爻陰爻共ニ下ヨリ進デ上ニ極ル。十一
月一陽来復シテ　　復トナル。十二月二陽生ジテ　　臨トナル。正月三陽生ジテ　　泰ト
ナル。天気クダリ地気ノボリ、天地和合シテ万物ヲ化生スル也。人道ニテハ君下ヲメグ
ミ、下上ヲ助テ善言諫言ヲ奉テ上下ノ情通ズル象也。二月四陽生ジテ　　大壮トナル。三
月五陽生ジテ　　夬トナル。陽スヽムコト極リ、陰退クコト極レリ。四月ハ純陽　　乾
也。十一月ヨリ四月マデノ陰陽進退ニテ、天地万物ノ変化ヲ見ルベシ。五月一陰下ニ生ジ
テ　　姤トナル。六月二陰生ジテ　　遯トナル。七月三陰生ジテ　　否トナル。天気ノボ
リ地気クダリテ不二相通一。……八月四陰生ジテ　　観トナル。九月五陰生ジテ　　剥ト
43）	「繫辞上伝」、421頁。
44）	『周易本義』、224頁。
45）	『周易正義』、308頁－309頁。
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ナル。陰進ムコト極リ、陽退クコト極レリ。十月ハ純陰　　坤也。五月ヨリ十月マデノ陰
陽ノ進退ニテ、万物ノ変化ヲ見ルベシ。剛柔……剛柔ノ爻マジハリテ四象トナリ、四象八
卦トナリ、八卦六十四卦トナル。……六爻……初二ハ地三四ハ人也。五上ハ天也。動ハ行
也。極ハ善也。天地人三才各一太極也。46）
　以上の記述を見ると、朱熹は「柔変而趨於剛者、退極而進也。剛化而趨於柔者、進極而退也」といい、
剛柔の義で卦爻の変化を解釈している。「変化之極、復為剛柔」というように、剛柔の進退、往復相推に
より卦爻は変化を生じる。孔穎達は「万物之象、皆有陰陽之爻」といい、万物の象で卦爻の変化を解釈
している。「昼則陽日照臨、万物生而堅剛、是昼之象也。夜則陰潤浸被、万物而皆柔弱、是夜之象也」と
いうように、「昼」「夜」の象により「剛」「柔」の変化が見られる。
　一方、蕃山は「卦爻ノ変化スルハ陰爻陽爻ノ進退スルニヨレリ」といい、「陰爻陽爻ノ進退」で卦爻の
変化を解釈している。ここで、蕃山は「十二消息卦」の例を挙げて「陰爻陽爻ノ進退」を解釈している。
「消息とは消長と同義である。陰と陽とは互に相付随して進退するもので、陰が衰え陽が進むを息とい
う。息とは生ずる意である。陽が衰え陰が進むを消という。消とは陽を消す意である」47）と鈴木由次郎氏
が説明している。いわゆる陰陽消息観である。蕃山の解釈では、十一月の復卦　　は「一陽」、十二月の
臨卦　　は「二陽」、正月の泰卦　　は「三陽」、二月の大壮卦　　は「四陽」、三月の夬卦　　は「五
陽」、さらに、四月の乾卦　　は「純陽」になる。つまり、「陽スヽムコト極リ、陰退クコト極レリ」と
いうことである。五月から十月までは姤・遯・否・観・剥・坤六卦であるが、それは「一陰、二陰、三
陰、四陰、五陰、純陰」の順である。蕃山は「陰進ムコト極リ、陽退クコト極レリ」といっている。鈴
木氏は「この十二消息卦は卦気説における十二辟卦である」48）とも指摘しているから、蕃山は十二卦に十
二月を配して解釈しているのは、卦気説ともいうのである。それは中国漢代易学の解釈によく見られる
ところである49）。「天気ノボリ地気クダリ」というように、卦に陰陽があり、気に昇降がある。卦爻は陰陽
の変化により変化を生じる。
2 　天地鬼神の変化と神気
　繫辞伝にある「在天成象、在地成形、変化見矣」については、蕃山は次のように解釈している。
天ハ虚也。地ハ実也。虚中ノ実象ヲナシ、実中ノ実形ヲナス。象ハ日月星辰雲気ノ類是也。形ハ水
火土石万物是ナリ。其中水火ハ定体ナシ、物ニ付テアラハル地中ノ象也。象ハ天ニ見エ、形ハ地ニ
ナリテ変化ノ跡アラハル。万物ノ其始天地ヲ父母トシテ気化ニヨリテ生ズ。……太虚ニ何ノ沈魂滞
魄アリテ天地ヲ生ゼンヤ。……万物ハ無ヨリ生ジテ無ニ帰ス。梨ハアリノ実トイヘル諺ノ如シ。万
46）	「繫辞上伝」、405頁。
47）	鈴木由次郎『漢易研究』増補改訂版（明徳出版社、1974年）165頁。
48）	前掲注47『漢易研究』増補改訂版、166頁。
49）	朱伯崑『易学哲学史』上（北京大学出版社、1988年）108頁。
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物無中ヨリ生ズ、気アツマリテ形ヲナセリ。生ニ数アリ。数尽気散ジテ死ス。……造化ノ常ニハ非
ズ。造化ノ常ハ流水ノ如シ。水ハ山沢気ヲ通ジ神化ヲ以テ生ズ、神気其源也。50）
　蕃山は「象ハ天ニ見エ、形ハ地ニナリテ変化ノ跡アラハル」といい、天の象と地の形は変化の跡であ
るとする。「太虚ニ何ノ沈魂滞魄アリテ天地ヲ生ゼンヤ」というように、天地の変易は太虚の気に拠るの
である。ここで蕃山が、源である太虚の気を「神気」といっていることも注意すべきである。
　「仰以観於天文、俯以察於地理、是故知幽明之故、原始反終、故知生死之説、精気為物、遊魂為変、是
故知鬼神之情状」については、蕃山は天文や地理を観察して、鬼神というものは気の変化に拠ると述べ
ている。それは朱熹の解釈と似ているところがある。
【朱熹】	此窮理之事。……「幽明」、「死生」、「鬼神」、皆陰陽之変、天地之道也。「天文」則有昼夜上
下、「地理」則有南北高深。「原」者、推之於前。「反」者、要之於後。陰精陽気、聚而成物、
神之伸也。魂游魄降、散而為変、鬼之帰也。51）
【蕃山】	天ハ陽明ナル故ニ観字ヲ下シ、地ハ幽陰ナル故ニ察字ヲ下シ玉ヘリ。幽ハイマダ形象ナシ、
耳目ノ不レ及トコロ也。心知ヲ以テ知ベシ。明ハ有象以後也。耳目ノ所レ及也。幽明ノ故ハ
仰観俯察スルノ中天地ノシカル所以ノ故ヲ求テ、幽明ノ理ヲ知也。幽ニハ鬼神アリ、明ハ人
アリ。……精ハ魄也。耳目ノ精ヲ魄トス。気ハ魂也。口鼻ノ嘘吸ヲ魂トス。二ノ物合シテ物
トナル、精虚シ魄降ルトキハ、気散ジ魂游シ、ユカズト云コトナシ。……死生ハ気ノ聚散
也。陰精陽気聚テ物トナル。魂游シ魄降ル。散ジテ変ヲナス。一片ノ浮雲太虚ヲ過ルガ如
シ。太虚ハ吾人ノ本体也。精気ハ無ヨリ有ナリ。顕テ物トナル、神之情状也。游魂ハ有ヨリ
無ナリ。隠レテ変ヲナス、鬼ノ情状也。……天地ノ造化生生不窮ノ中聚アレバ必ズ散アリ。52）
　朱熹は「陰精陽気、聚而成物、神之伸也。魂游魄降、散而為変、鬼之帰也」といい、すなわち張載の
「正蒙」にある「至之謂神、以其伸也。反之謂鬼、以其帰也」53）という気の「屈伸」によって解釈してい
る。これに対して、蕃山は「精気ハ無ヨリ有ナリ。顕テ物トナル、神之情状也。游魂ハ有ヨリ無ナリ。
隠レテ変ヲナス、鬼ノ情状也」といっており、張載の「横渠易説」にある「精気者、自無而有。游魂者、
自有而無。自無而有、神之情也。自有而無、鬼之情也。自無而有、故顕而為物。自有而無、故隠而為変。
顕而為物者、神之状也。隠而為変者、鬼之状也」54）という太虚の気の「有無」によって解釈している。そ
して、蕃山は「死生ハ気ノ聚散也。陰精陽気聚テ物トナル。魂游シ魄降ル。散ジテ変ヲナス」といって
いるところから、朱熹の解釈と相通ずることもわかる。しかしながら、朱熹が「此窮理之事」といい、
理を窮めて「鬼神」の変化を知るというのに対し、蕃山は「心知ヲ以テ知ベシ」といい、心の知で「鬼
50）	「繫辞上伝」、396頁－397頁。
51）	『周易本義』、226頁－227頁。
52）	「繫辞上伝」、410頁－411頁。
53）	前掲注28「正蒙」、19頁。
54）	張載「横渠易説」（『張載集』、中華書局、1978年）183頁。
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神」の変化を知るとするのは朱熹の解釈と相違している。
　したがって、繫辞伝の「子曰、知変化之道者、其知神之所為乎」では、朱熹と蕃山の解釈にかなりの
違いが見られる。
【朱熹】	変化之道、即上文数法是也。皆非人之所能為。故夫子嘆之、而門人加「子曰」以別上文也。55）
【蕃山】	人物共ニ陰陽ノ流行ニツレテ変化ス。人生レテ日々ニ長ズ。神知ヲヒラクニ随テ日々ニ物シ
ル。形ト知トモニ長ジテ天下ノ用ヲツトメ、天地ノ造化ヲ助ク。是日々ニ変ズル也。生アレ
バ死アリ。死シテ鬼トナルハ是化スル也。昼アレバ夜アルガ如シ。昼夜ニ通ジテ死生ニマド
ハザルハ尭舜ノ民也。日々ニ善ニウツリテナス者ヲ不レ知ハ尭舜、神ノ為処ヲ知テ、天下ヲ
変化シ玉フ也。尭舜ヲ不レ待シテ独変化ノ受用ヲスル者ハ孔門伝授ノ心法也。則易ノ心法尭
舜孔子ヲ兼タリ。上文変化ノ数法モ人ノヨクスル所ニアラズ。神ノスル処ノ一事也56）
　いわゆる「数法」とは「大衍之数」に説かれる卜筮の法である。朱熹は「非人之所能為」と解釈して
いて、数法は「神之所為」であり、変化の道である。ここの「神」は「鬼神」の「神」ではなく、変化
のあり方をいう。蕃山もその数法は「神ノスル処ノ一事」といい、人のよくするところではないと認め
ている。しかしながら、数法の変化は陰陽の変化にのっとるものであり、生死・鬼神・昼夜の変化のあ
り方と同じである。人は物とともに陰陽（気）の流行につれて変化するから、「神知ヲヒラクニ随テ日々
ニ物シル」と、蕃山は説く。尭舜は「神知」であって、「神ノ為処ヲ知テ」天下を変化する。そして「尭
舜ヲ不レ待シテ独変化ノ受用ヲスル者ハ孔門伝授ノ心法也」というように、蕃山は「神知」から、「心法」
につなげようとしている。蕃山はまた、
易ハ卦ノ象爻ノ文蓍ノ変策ノ数ヲ兼テ云也。是皆天理自然ノ神物ニシテ、思慮ナク作為ナク、其体
寂然不動也。其用ノ感ニ至テハ天下ノ事不レ通ト云コトナシ。聖人神明ノ徳ニアラザレバ、如レ此ノ
卦爻蓍策ヲ作テ体用ヲソナヘ、天地万物ノ理ヲ尽スコトアタハジト也。……心ノ体用是ニ同ジ。57）
と述べている。これは「易無思也、無為也、寂然不動感而遂通天下之故、非天下之至神其孰能与於此」
という繫辞伝の文に対する解釈である。朱熹は「易、指蓍卦」58）と解したが、蕃山は、「卦の象」・「爻の
文」・「蓍の変」・「策の数」等、すべての物は天理自然の神物だと見なしている。そして、「心」もこのよ
うな思慮がなく作為もない神物であり、体は寂然不動であるが、天下のことに感じて通じる用があると
する。
　朱熹の語には人の心を「神」と称することも見える。「心者人之神明、所以具衆理而応万事者也」59）（「孟
55）	『周易本義』、236頁。
56）	「繫辞上伝」、432頁。
57）	「繫辞上伝」、434頁。
58）	『周易本義』、238頁。
59）	前掲注21『四書章句集注』、327頁。
東アジア文化交渉研究 第10号
516
子集注」尽心章句上）とあるが、その心の中には理があるが、心そのものは理ではない。「以功用謂之鬼
神、此以気之屈伸往来言也。以妙用謂之神、此言忽然如此、又忽然不如此者。鬼是一定底、神是変而不
可知底」60）というように、朱熹がいう「功用」の「鬼神」と「妙用」の「神」とは同じ概念ではない。心
の「神」は妙用であり、変じるから、知ることができない。これに対して、蕃山は心の「知」を「神知」
といい、知を心の「神」だと見なしているのである。「神ト知ト一体也。用ニ付テハ神トイヒ、体ニ付テ
ハ知ト云也。……君子ノ心則蓍卦ノ徳アリ、不レ筮シテモ知也。然レトモ筮スル者ハ慎ノ至也」61）という
説明によれば、「心」は筮することなくして「知」であるから、いいかえれば「心即理」の思想というこ
とになる。そして、「用ニ付テハ神トイヒ、体ニ付テハ知ト云也」というように、「知」は心の体であり、
「神」は心の用である。そのような発想は「知是心之本体」62）（『伝習録』上）と主張した王陽明の思想に
拠ることが窺える。
3 　聖人の変通と神通
　「易有聖人之道四焉、以言者尚其辞、以動者尚其変、以制器者尚其象、以卜筮者尚其占」についての朱
熹と蕃山の解釈は次のようなものである。
【朱熹】	四者皆変化之道、神之所為者也。63）
【蕃山】	言ニヨツテ理ヲ求ル者ハ卦爻ノ辞ヲタトビ用テ理ニ通ズル也。卦爻変化ノ理ヲ尊テ動テ事ヲ
行者ハ、至善ヲ期シテ其為ニヨラズ。時処位ヲハカリテ変ニ通ズル也。イマダ形アラズト云
へトモ、時ニ不二出来一シテ不レ叶器ヲ制作シタマフ、聖人ハ卦爻ノ象ヲ用ヒ玉ヘリ。未来ノ
吉凶人カノ不レ及事アレバ、卜筮ヲ用テ天ニウカガフ。神ト交ル道ナレバ其身ヲ神明ニシ、
徳ヲ高クスルノ益アリ64）
　朱熹は、易には「辞」「変」「象」「占」という四つの道があり、その四者は「神」の為すところだと解
釈している。これに対して、蕃山は「言」「動」「制器」「卜筮」という「聖人」が為す四つの道と解釈し
ている。聖人が「言」の「卦爻ノ辞」を用いて理に通じ、「卦爻ノ象」を用いて器を作り、「占」を用い
て人力が及ばないことを「天」に伺う。また、「卦爻変化ノ理」に従い、動いて事を行えば、「時処位」
を図り「変」に通ずることができる。すなわち、繫辞伝原文にいう「通変之謂事」である。
　「通変」についていえば、「事ハ行事也。理屈ニ不レ落、格ニ不レ泥、空々トシテ明カナル心ナラデハ、
変ニ通ズルコトハナラザル者也。人情時変ニ通ジテ、時処位ノ至善ニカナフヲ事ト云、跡ニヨリ格ニカヽ
ハリテナスコトハマネ也」65）と、蕃山の解釈では、「通変」は「空々」として明らかな心を持って「人情
60）	前掲注31『朱子語類』巻第六十八、1685頁。
61）	「繫辞上伝」、436頁。
62）	『王陽明全集』第一冊（呉光、銭明、董平、姚延福編、浙江古籍出版社、2011年） 7 頁。
63）	『周易本義』、237頁。
64）	「繫辞上伝」、432頁。
65）	「繫辞上伝」、417頁。
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時変」に通じ、「時処位」の至善に適う「行事」である。「時処位」という言い方は蕃山の師である中江
藤樹に拠るのであるが、それは「天地人」66）のあり方に沿うものである。そして、「繫辞伝」には、「人情
事変ニ通ジテ上天理ニ随ヒ、下人心ノ和ヲ得テ制スルハ徳ノ制ナリ」67）とある。その「人情事変」は「人
情時変」と同じ意味で使われている。「人情事変」といえば、王陽明の『伝習録』にある「澄嘗問象山在
人情事変上做工夫之説。先生曰、除了人情事変、則無事矣」68）を想起させられる。「人情事変」という語
は陸九淵（1139－1193）によって作られたという。事実陸九淵は、「復斎家兄一日見問云、吾弟今在何処
做工夫。某答云、在人情、事勢、物理上做工夫」69）といっているが、「人情事変」という語をいっていな
いようである。蕃山は王陽明からこの語を援用したのであろう。
　「通変」に関連して、「一闔一闢謂之変、往来不窮謂之通……利用出入民咸用之謂之神」について、蕃
山は次のように解釈している。
陰陽屈伸闔闢ノ中、万物変化ス。変ズル故ニ往来不レ窮、キハマル時ハ塞ル者也。……聖王是ニノ
ツトリ、変ニ通ジテ不レ窮ノ政アリ。故ニ民人善ヲスルコトヲ楽テ倦コトナシ。……利用ノ利ハ利
欲ノ利ニアラズ。民生日用ノ便ヲ得ル事ハ皆利也。出入トモニ人民其利ヲ利トシ、其楽ヲ楽トス。
出テハ人ヲ利シ、入テハ家人ヲ利ス。物我一体也。人民日用出入利生ノ功用、易ノ神道ニアラズト
云コトナシ。ソレハ天地ノ徳神明ノ舎也。故ニ人ノ運動シテ務ヲナス処、則神通妙用也。凡人ハマ
レナルコトヲ神通妙用ト思ヘリ。其奇特多ハ妖恠邪術也。……利用出入シテ民皆常ニ用ルヲ至極ノ
神道ト。不知ハマドヘリ。神書云、神ハキトクナシ、無事ヲ以テ奇特トス。神ハ体ナシ。正直ヲ以
テ体トス。神ハ心ナシ。慈仁ヲ以テ心トストイへリ70）
　「聖王」が陰陽変化のあり方に従い、変に通じて政を行うというのは、「神通妙用」だという。ゆえに
民は善をすることを楽しんで倦むことがなく、「日用出入」して、「利生ノ功用」がある。「神書」にある
「正直」の体をもってし、「慈仁」の心をもってすれば、人民が「其利ヲ利トシ、其楽ヲ楽トシ」という
無事な政道になるというのである。ここにいう「神書」が何を指すのか明らかではないが、おそらく日
本の神道にかかわる書であろう。蕃山は日本の神道にある「正直」・「慈仁」の心を聖人の変通の徳だと
解釈している。それは日本化された「易の神道」ともいうべきものである。
　繫辞伝において、聖人の行について「変而通之以尽利、鼓之舞之以尽神」と述べるくだりがある。蕃
山は次のようにいう。
変而通之ハ天道五日ニシテ変ノ跡アラハル、是ヲ一候ト云、七十二候ニシテ一歳ノ変ヲ尽ス、人事
66）	中江藤樹「論語郷党啓蒙翼伝」（『藤樹先生全集』一、岩波書店、1940年）410頁。「凡経済之所レ遇、謂二之時一、時有
二天地人之三境一、曰時、曰処、曰位也」とある。
67）	「繫辞下伝」、483頁。
68）	前掲注62『王陽明全集』第一冊、17頁。
69）	陸九淵『陸九淵集』巻三十四（中華書局、1980年）400頁。
70）	「繫辞上伝」、438頁－439頁。
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コレニシタガフ。変ニシタガヘバ通ズ、順ハザレバ塞ル者也。天下ノ政道ハ人情時変ヲ本トス。時
変ニ不レ叶、人情ニモトル時ハ、事善ナリトイへトモ、天下ノ利フサガリテ不レ通、人民穹ス。故ニ
聖人ノ治世ハ時トトモニ変通シテ利用カギリナシ。是ヲ利ヲ尽スト云也。鼓之舞之ハ人民日々ニ善
ニウツリテ自不レ知也。礼楽政教ハ鼓舞ノ備也。過化存神ノ妙、自新ニスル民ヲオコス是尽神也。聖
人ノ政教マデモ昔ノ跡ニテ時変ニ不レ通ハ、神ヲ尽スコトアタハズ。况ヤ凡知ノ理屈ニマカセテ善
政ヲスルト思へトモ、鼓舞ノ精神ナク、時ノ変通ヲ不レ知ハ其功ナシ71）
　これによれば、人事の「変通」は「五日を一候、一歳を七十二候」とする天道の変を尽くすことと同
じである。「一候」および「七十二候」は、二十四節気の言い方である。卦気説では、六十四卦を七十二
候に配当することがある72）。それは漢代易学の特徴的解釈であるが、蕃山も節気の変通で易の天道・人事
の変通を解釈する。変通して利を尽くすことは、「礼楽政教」を興すことで、「神」を尽くすことはこれ
と同じ道理だという。
三　不易と太虚の神道
　孔穎達は鄭玄の「不易」を引用して「不易者、其位也。天在上、地在下、君南面、臣北面、父坐子伏、
此其不易也」73）と述べている。そこで「不易」における「位」について考察したい。繫辞伝の「貴賤者、
存乎位」に対して、朱熹、孔穎達、蕃山はそれぞれ次のように解釈する。
【朱熹】	 位、謂六爻之位。74）
【孔穎達】	爻者言乎変、以此之故、陳列物之貴賤者在存乎六爻之位、皆上貴而下賤也75）
【蕃山】	 天子三公諸侯大夫士庶人ノ五位ハ天下古今不易ノ定位也。其上ニ師保ノ位アリ。此六位ノ
象易卦ノ六爻ニ備レリ。貴賤ヲ列テ不レ乱、礼楽法式行ハレテ国天下平治スル位也。此位
ハヲリ機ノタテノ如シ。其位ニ居ル人ハヨコヌキノ如シ。位ハ定リテ、居ル人ハ不レ定。
貴賤入カハリテイタルコト旅宿ノ賓客ノ如シ。76）
　朱熹は「位」は易の「六爻」の位だと解釈している。孔穎達は「陳列物之貴賤」といい、万物の貴賤
71）	「繫辞上伝」、445頁。
72）	前掲注47『漢易研究』増補改訂版、170頁。「卦気説は易の卦爻を十二月二十四気七十二候三百六十五日等の暦日と
結合させ……卦気説は孟喜に始まり、京房によって完成されたもののようである」という。また、前掲注49『易学
哲学史』上、108頁参照。漢代の孟喜の易学の特色は『周易』の卦象で一年における節気の変化を解釈することにあ
るという。
73）	『周易正義』、 6 頁。
74）	『周易本義』、225頁。
75）	『周易正義』、311頁。
76）	「繫辞上伝」、408頁。
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は六爻の位により、上は貴、下は賤だと解釈している。蕃山は「天子三公諸侯大夫士庶人ノ五位ハ天下
古今不易ノ定位也。其上ニ師保ノ位アリ」といい、「古今不易ノ定位」という社会的地位で六爻を解釈し
ている。これは卦の六爻を社会階層に配当する爻位説である。「天地設位、而易行乎其中矣」について、
蕃山は「易ハ天地ノ神道也。故ニ天地位シテ神其中ニ行ハル。……タダ人ノミ天地神明ノ全体ヲ有シテ、
明徳明ラカ也。故ニ天地神明ノ道義ハ人ニヨツテ出ル也」77）ともいい、人のみ天地神明の全体を有する、
すなわち、人の位は「天地ノ神道」における易・天地・人の三者も備えているので、ここも人の社会的
地位によって易の爻位を解釈するのであろう。
　これに似た解釈として鄭玄に「初為元士（在位卑下）、二為大夫、三為三公、四為諸侯、五為天子、上
為宗廟」78）という説がある。しかし、蕃山は日本の事情に合わせて、六爻を「師保・天子・三公・諸侯・
大夫・士庶人」の六位に配当している。鄭玄は諸侯を天子の下の四に配置するが、蕃山は三に配置する。
また、蕃山は上に師保を配当するのも注意すべきである。「上ハ高ケレトモ君位ニ非ズ、三公ノ師保タル
者也。周ノ太公望ノゴトシ」79）という解釈をみれば、師保は『周官』にある太師、太傅、太保の三公のこ
とである。80）
大君ハ無上ノ位ナレバ上ミヌ鷲ノ如クニテ、亢龍ノ悔アリ。故ニ師保ノ位ヲ置也。師保ノ上位ハ尊
シテ位ナク、高シテ民ナキ者ナレバ、実ハアナドリ易シ。床道具ノヤウニシテ置テハ益ナシ。大君
タル人実師保ノ心ニタガハンコトヲ恐テ慎ミシタガヒ玉フ時ハ、亢龍ノ悔ナシ。今日本ニテハ、天
子此上位ニ当リ玉ヘリ。高ケレトモ民ナシ、尊ケレトモ実ノ位ナシ。九五ノ位ニ当レルハ大樹也。81）
　「大君」という語は『易』の臨卦六五の爻辞の「知臨、大君之宜、吉」などの例からみれば、元々天子
の意味である。「大君」は上九の「無上ノ位」になれば、「亢龍ノ悔」がある。よって、蕃山は「故ニ師
保ノ位ヲ置也」といっている。「今日本ニテハ、天子此上位ニ当リ玉ヘリ」によれば、蕃山の場合、「大
君」とは天子、すなわち天皇のことである。しかし、上位に居る日本の「天子」は「高ケレトモ民ナシ、
尊ケレトモ実ノ位ナシ」であるから、「九五ノ位ニ当レルハ大樹也」ということになる。中国の場合で
は、「九五ノ位」に居るのは天子であるが、日本の場合では、大樹82）になる。蕃山は幕府の将軍が実権を
取ることは認めつつも、天子である天皇のような師保の存在が必要だと主張している。「床道具ノヤウニ
シテ置テハ益ナシ」というように、これを戒めるのだという意を持たせている。
　次に、繫辞伝の「我有好爵」について、蕃山は「聖人賢人ハ天爵也。天子三公諸侯ノ位ハ人爵也。然
77）	「繫辞上伝」、420頁－421頁。
78）	鄭玄『易緯乾鑿度』巻上（厳一萍選『百部叢書集成』、藝文印書館、1969年）10頁。
79）	「繫辞下伝」、467頁。
80）	『尚書正義』（『十三経注疏』整理委員会編、北京大学出版社、2000年）569頁。
81）	「繫辞上伝」、408頁。
82）	『国史大辞典』第八冊（国史大辞典編集委員会編、吉川弘文館、1987年）191頁。「征夷大将軍」の条に、「もとは陸
奥の蝦夷（これを「夷」といい、日本海側のそれを「狄」と称した）征討のために、朝廷が臨時に派遣する軍隊の
総指揮官を意味したが、のちには幕府首長の職名となった。唐名に因んで、大樹あるいは大樹将軍とも称す」とある。
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レトモ有道ノ代ニハ天爵人爵相応ニテ、天子ノ位ニ在ス人ハ必ズ聖徳アリ。執政ノ臣ハ必賢徳アリ。此
好爵ハ徳位相応也」83）と解釈している。天爵・人爵は孟子の「有天爵者、有人爵者。仁義忠信、楽善不
倦、此天爵也、公卿大夫、此人爵也」84）（『孟子』尽心篇上）に拠るものである。天爵の徳と人爵の位が相
い応ずれば、「有道ノ代」になる。これに関連して、繫辞伝の「天地之大徳曰生、聖人之大宝曰位、何以
守位、曰人、何以聚人、曰財」には、蕃山の次のような解釈がある。
生ハ太虚ノ神道也。生ノ大本ヲ天理ト云。則太極也。此太極ヤ、形色ナク声臭ナク、其大外ナク其
小内ナシ。始ナク終ナキ故ニ無極ノ名アリ。昔モ今モ末代モ終ニアラハレズシテ、ヨク天地ヲ生ジ
万物ヲ生ジ、人ヲ生ズ。……天地ノ大徳ヲアラハス者ハ聖人也。然レトモ位ヲ不レ得下ニ居トキハ
爻象ノ理ノミニシテ大業ヲアラハスコトアタハズ。聖人九五ノ位ヲ得ル時ハ、天地ノ造化ヲ助テ温
暑冷寒時ヲタガヘズ、雨露風雷節ニ応ジテ万物其生ヲトグレバ、五穀水火ノゴトシ。家斉リ国治リ
天下平ナリ。故ニ聖人ノ位ハ天下万民ノ為ノ大宝也。其位ヲ守テ子孫永久ナルコトハ、民ノ父母タ
ルノ仁政ナリ。仁政ハ天地生々ノ心ニ随テ行フ処也。……人ヲ聚養ニハ財ナケレバナラズ。財ハ五
穀衣類竹木飲食ノ器、スベテ日用ニナクテ不レ叶者也。金銀銭ハ此用物ヲ助ヶ通ズル者也。85）
　蕃山は天地の大徳という「生」を「太虚ノ神道也」といっている。「太虚ノ神道」は、「無極而太極」
なるものであり、「始ナク終ナキ」ものであり、天地を生じ、万物を生じ、人を生じる。そして、その大
徳を象徴するのが聖人である。ただし、聖人は下位に居る時は「爻象ノ理ノミニシテ」、大業をあらわす
ことができない。だが、「九五ノ位」を得る時は、「天地ノ造化ヲ助テ」、「家斉リ国治リ天下平ナリ」に
なる。だからこそ、聖人の位は「天下万民ノ為ノ大宝」ということになる。また、聖人は「仁政」によ
って、「財」を生じる。蕃山は「聖人天地ノ富有ヲ助テ、当時人民ユタカニ、後世ニ及ブ政アリ。易ニ此
理明カ也。財ヲ生ズルニ大道アリトイヘルモ是ナリ」86）と経世論の意味で述べている。「財ヲ生ズル」と
いう「生」には、大道の裏づけがある。したがって、蕃山は「天地ノ大徳ヲアラハス者ハ聖人也」とい
い、聖人は位があれば、仁政をおこない、財を生じて、天地の大徳である太虚の神道を顕すことになる。
　「数千歳ノ後朝鮮日本ノ遠国マデモ尭舜ノ御代トテシタヒ思ハヌ者ナシ。故ニ其時代ニハ定レル賦命ノ
上ニ重テ天ヨリ助ケ命ゼラレテ、必ズ其富貴ヲ得、必ズ其寿命ヲ得、必ズ其令名ヲ得テ、子々孫々余慶
久シ。天下ノ為ノ大宝ノ位ヲ得テ、天下ヲ利スル大業ノ本ヲ立ル也」87）と、蕃山は『中庸』の「子孫保
之、故大徳必得其位、必得其禄、必得其名、必得其寿」88）によって述べている。聖人の徳があれば、大宝
の位を必ず得ることができるという。つまり、徳と位が相い応ずることが「不易」の常理である。
83）	「繫辞上伝」、423頁。
84）	前掲注21『四書章句集注』、314頁。
85）	「繫辞上伝」、452頁。
86）	「繫辞上伝」、416頁。
87）	「繫辞上伝」、458頁。
88）	「中庸小解」（正宗敦夫編『増訂蕃山全集』第三冊、名著出版、1978年）310頁。
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おわりに
　井上哲次郎氏は「其神道を賛すること至れり尽くせりと謂ふべし……此れに由りて之を観れば、蕃山
は日本主義を奉ずるものなり。和魂漢才の旨意を認むるものなり」89）と述べ、神道思想を強調する蕃山の
ことを「日本主義」「和魂漢才」だと評価した。しかし、熊沢蕃山の晩年の著作「繫辞伝」には、日本の
神道を直接賛美するような記述はない。「繫辞伝」において、熊沢蕃山は「易の三義」をめぐって解釈し
ている。論旨は多岐にわたったが、とりわけ次の五点が重要と言える。
　第一に、蕃山は鄭玄に要約された「易の三義」を用いた解釈を行っているから、漢代易学思想や孔穎
達の解釈に影響を受けたと見られる。一方、朱熹の『周易本義』を参照しているため、宋代朱子学（周
惇頤や張載を含む）からの影響も著しく見られる。ただし、蕃山は張載がいう「太虚」の「気」の思想
を受け入れつつも、朱熹の「太極」の「理」概念を採り入れて、「理気一元論」の思想を形成した。宋代
易学を超えるものになるといえよう。
　第二に、解釈の体例からみれば、蕃山は義理を中心に解釈しているが、取象説、陰陽消息観、卦気説、
爻位説などを用いている。そして、『中庸』『大学』『孟子』などの経典のことばを引用して解釈するよう
な、「経を以て経を解する」特徴もある。
　第三に、蕃山は「時処位」などの語を用い、師の藤樹の教えに影響されたと見られる。そして、爻位
の解釈では、蕃山は日本の天子を上爻の「師保」の位に配当して、大樹（将軍）を「九五ノ位」に配当
している。日本の独特の一面を表しているところから、一つの特色だといえよう。
　第四に、蕃山は解釈に心の「知」を強調していて、陽明学派の特徴が見られる。「神ト知ト一体」、
「不レ筮シテモ知也」という蕃山の説は、王陽明の「知是心之本体」に拠るものと思われる。
　第五に、「易の三義」の「易簡」、「変易」、「不易」の解釈は、すべて「太虚の神道」の思想につながっ
ている。「太虚の神道」は蕃山の易学思想を特徴づけるものとして重要である。「繫辞伝」の「神」「道」
の定義からみれば、「太虚の神道」は太虚の気の霊妙な変化の道である。しかし、蕃山は日本化された
「神道」の「三種の神器」や「神書」も取り入れ、『易』にある「神道」本来の意味のほか、宗教神秘主
義の意味を持たせているようである。
89）	井上哲次郎『日本陽明学派之哲学』（冨山房、1924年）217頁－218頁。

